
2027年1月31日（日）10:20〜17:40（開場10:00）

会場参加＋後日アーカイブ配信 ※ハイブリッド形式ではありません

正則高校
〒105-0011  東京都港区芝公園３丁目1-36

東京メトロ日比谷線「神谷町駅」下車徒歩5分

都営三田線「御成門駅」下車徒歩5分

※駐車場はありません。公共交通機関でお越しください。

性教協　全国会員

学生・ユース（30歳未満）の方、障がいのある方

３,０００円

５００円

一　般 ４,０００円

１,０００円学生・ユース（30歳未満）の方、障がいのある方

※「会員」とは、一般社団法人“人間と性”教育研究協議会の全国会員で年会費を納めている方です。

※会場参加・後日アーカイブ配信で、参加費に違いはありません。

日　時

会　場

参加費

第41回

理論と実践講座

主催：一般社団法人“人間と性”教育研究協議会

　自分と他者の「からだの権利」を大切にし、性暴力をなくし、一人ひとりの尊厳が大

切にされる社会をつくるために私たちは何ができるでしょうか。

　文部科学省「生命（いのち）の安全教育」は、2026年3月に教材が改訂され、「性的

同意」などの内容も盛り込まれました。また、こども家庭庁「こども性暴力防止法（日

本版DBS）」は、2026年12月25日に施行されます（2026年11月作成時点）。

　今回の講座では、人権を基盤とした包括的性教育の視点から、それらを捉え直し、学

校・家庭・地域で子どもと関わるおとな自身が性と人権について学び続ける「おとなの

学び」の重要性を考えます。

　性暴力を防ぐ教育を、より豊かな「からだの権利」の保障へと発展させるために、一

緒に考えてみませんか。

　みなさまの参加をお待ちしております。

～性暴力防止教育を人権的アプローチでさらに発展させるために〜

からだの権利　　　　 包括的性教育を保障するための

裏面から

事前申込を！



第１講座
10:30〜12:15

第２講座
13:15〜15:00

第３講座
シンポジウム
15:15〜17:30

2027年1月31日（日）10:20〜17:40（開場10:00）
10:20　開会の挨拶（実行委員長：樋上典子）・諸連絡

藤井 豊
こども家庭庁「こども性暴力防止法（日本版DBS）」と包括的性教育
 
性暴力をなくし、さらにより良い関係を築くために、社会には何が求められているのでしょう
か。こども家庭庁が進める「こども性暴力防止法（日本版DBS）」の目的や仕組みを学ぶととも
に、からだの権利を学び、性暴力を防ぎ、自他を尊重する「包括的性教育」について考えます。
法制度と日々の教育・支援の両面から、全ての人の安全と尊厳を守るために私たちにできること
を探ります。

さん （弁護士  京都第一法律事務所）

村末 勇介
「生命の安全教育」を人権的アプローチから読み解く
　～改訂版「指導の手引き」の限界を見極め、
　　　　　　　　　　現場から創り出す「からだの権利学習」～
 
文部科学省が進める「生命（いのち）の安全教育」は、依然として道徳主義的・対症療法的な枠
組みに留まっています。改訂された教材や『指導の手引き』も、理念や構造に潜む課題を批判的
に読み解く作業が欠かせません。こうした課題の検証を踏まえることで、新たに盛り込まれた
「性的同意」や「距離感（境界線）」を、制度的制約下で私たちに託された“バトン”として捉
え直すことが可能になります。本講座では、手引きの限界を踏まえ、それを現場の「からだの権
利学習」へ、そして子どもの尊厳を守る「包括的性教育」へ発展させる実践の糸口を、みなさん
とともに探りたいと考えています。

さん（琉球大学教員・性教協代表幹事）

【申込方法】
右下のQRコードを読み込むか、性教協HPよりPeatix（ピーティックス）にアクセスし、申し込んでください。
●チケット購入には、Peatixの登録が必要となります。
　初めてご購入される方は、チケットの申し込みボタンを押し、新規登録にお進みください。パスワードの設定にご注意ください。
　（パスワードには、英数大文字、小文字、記号が必要です）
●申し込みの締切は1月30日の20:00です。
●お支払い方法は、クレジットカード、コンビニ振込、ペイジーを使える銀行ATMから選べます。
　パソコンやスマートフォンでお申込みの際、方法を選択し、指示に従ってお支払いください。
【問い合わせ】“人間と性”教育研究協議会
〒151-0071　東京都渋谷区本町1丁目7番16号初台ハイツ1006号
TEL：03（3379）7556　火・木曜日の13:00〜16:00
E-mail：jimu@seikyokyo.org　　　　HP：https://www.seikyokyo.org/

多様な場面で、性暴力防止から、
　からだの権利を保障する包括的性教育に発展させるために　
登壇者：

青野 真澄さん（小学校教員）                 立川 都さん（特別支援学級教員）
楢原 宏一さん（中学・高校教員）          櫻井 裕子さん（助産師）
コーディネーター：

関口 久志さん（性教協幹事）
　
この講座では第1・第2講座で学んだ視点から「からだの権利を保障する包括的性教育」へと、
どのように発展できるかを実践的に語り合っていきます。登壇者は、小学校と中学・高校と特
別支援学級の教員と助産師の4人で、それぞれの立場から学童期から高校生、おとなまでの人権
的アプローチに基づく性の学びをみなさんとともに考えます。

17:30〜17:40　閉会の挨拶・諸連絡
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